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蝋|:驍欝 爵明、換気 r1 Ll 
③その他
備考支部から本部に報告された苦情を同一内容のものにつぎ１件と数えたもの
すでに述ぺたように、昭和二一一一’二七年かげて会社は
産別の影響下にあった労組に強硬な立場をとり、組合内
の
民
主
化
運
動
と
あ
い
歯
っ
て
、
労
使
の
基
本
的
関
係
の
変
更
に
成
功
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
会
社
は
苦
情
処
理
制
度
を
定
着
さ
せ
ようとしたし、また、いくつかのアメリカ的労務管理技法
を導入した。ＭＴＰ、ＴＷＩの定型訓練の開始（昭和二
六年）、提案制度の導入（昭和二七年二月、阪神工場）、
モ
ラ
ー
ル
。
サ
ー
ベ
イ
の
実
施
（
昭
和
二
九
’
三
○
年
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
社
史
は
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
職
場
に
お
け
る
人
間
関
係
を
重
視
し
、
「
従
業
員
の
主
体
的
満
足
を
図
る
と
共
に
そ
の
自
発
的
な
協
力
態
度
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
定
型
訓
練
に
つ
い
て
も
、
作
業
方
法
を
改
善
し
末
端
か
ら
生産性を高めることよりも、ＴＷＩのＪＲ（人の扱い方）
に
承
ら
れ
る
、
従
業
員
を
個
人
と
し
て
取
扱
う
原
則
の
も
つ
人
間
関
係
的
側
面
が
重
視
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
訓
練
を
普
及
す
六
人
事
管
理
政
策
九
二
ることにより、新たな関係にもとづき職場秩序を、管理の末端から確立しようとしたのである。この方針は、その後
も、当社が重視している管理者、監督者教育の中で引き継がれているとゑてよかろう。
その後、上記のような諸施策に加えて、他の人間関係論的な背景をもっと思われる諸制度（社内報、自己申告制度
等）が導入された。そのうち、自己申告制度は苦情処理と関連している。当社では現在「身上調査票」を二年に一
回
、
全
従
業
員
か
ら
管
理
者
を
経
て
人
事
担
当
課
に
提
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
担
当
し
て
い
る
仕
事
の
内
容
、
異
動
に
つ
い
て
の
希
望
、
自
分
で
勉
強
し
て
い
る
こ
と
、
研
修
の
希
望
、
苦
情
・
意
見
が
、
通
常
の
身
上
調
査
事
項
の
ほ
か
に
記
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
いる。東京の例では、この書類が提出されると、管理者が従業員と面接して、意見の交換と指導をおこなっている。
人
事
部
門
で
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
た
と
え
ば
ど
の
よ
う
な
自
己
啓
発
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
か
が
解
る
し
、
人
事
異
動
に
あ
た
っ
て
個
人
の希望を考慮できるようになっている。異励についていえば、本人の意欲のある分野で能力が発揮されるという観点
に立ちつつ、その資格の有無が判断され、人事異動計画の中で処理されることになる。
他の企業におけると同様、工場ではＱｃサークルが活動している。相模工場では昭和四○年ごろから自主的サーク
ルが結成され、ほ壁八○サークルが出来、現在では事実上全員加入しており、サークル・リーダーには班長クラスの
者がなっていることが多い。会社は、最近この自発的な動きを組織するためこのエ場につきＫ・Ｊ（川喜田二郎氏）
法による全員参加的な管理の実験をおこなっている。
また、公式に制度化されている訳ではないが、目標管理的な考え方も推進されようとしている。たとえば、東京支
部の苦情処理（昭和四七年度）の中で、社員教育の方針に関する質問に対し「教育の基本はあくまで自己啓発とＯＪ
Ｔ
に
あ
る
。
…
…
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
目
標
管
理
的
な
考
え
方
を
導
入
し
て
、
各
人
に
対
し
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
朗
職場レベルの賭問題の処理方式
九
三
職
場
レ
ベ
ル
の
賭
問
題
の
処
理
方
式
九四
確にし、自己啓発目標を段定できるように内部体制の整備に努力したい。当面、身上調査実施時の面接（にあたり）
目標管理的な体制の整備をはかっていきたい。」と回答している。
●
●
 
提案制度については、現在も工場で継続して実施されている。相模工場では強調月間を設けて会社が奨励している
こともあって、年間三○○件程度の提案があるという。同工場の四七年度苦情処理では、この制度につき四件の要望
が出ているが、いずれもこの制度を推進してゆく意図を示すものであった。会社側も、「実質的に経営に寄与するた
めの自由な意見表明の場を提供するものであり」…「常にマンネリ化、形骸化、ということのならないようお互に努
力しなければならない・・・…」と回答している。
上記のような人間関係を重視する諸政策について、労働組合は、経営参画意識の高揚は望ましいものとして受け取
っ
て
お
り
、
協
力
（
た
と
え
ば
提
案
制
度
）
ま
た
は
放
任
（
た
と
え
ば
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
と
し
て
お
り
、
労
働
強
化
等
の
弊
害
が
起
れ
ば
苦
情
と
し
て
処
理
す
る
建
前
を
と
っ
て
い
る
。
人間関係的側面の重視は、この会社の人事管理政策の特色と象なされよう。これはまた、協力的関係によってより
労働産性の改善を目指していると考えられる。もっとも、股近の中経協における人事部の方針説明から糸ると、人事
の基本政策は、人間関係の承でなく直接的に人負数の抑制、現有人員の有効活用、そのための人事交流と教育訓練の
充実等、労働力の有効活用に向けられている。
また、昭和四四年から職務手当が導入されている。職務中心の政策が系統的に追求されるようになったことは、こ
の企業の人事政策にとってはやや新しいことであった。後述するように、各個職場での仕事の配分と個人能人の複雑
な関連が明らかになったし、この手法を徹底しようとすれば、昇進、訓練配置などの管理との関係も問題とならざる
を得ない。
前項までに、職場問題と関連して当社の労使の集団的関係について概観した。協約でいえば、債務的部分および組
織的部分を、労使関係の実体的ルールではなく手続的ルールをとりあげた。個別的、実体的側面に入る前に、要約し
とである。
会社の人事管理は、本社のスタフ部門である人事部が中心となっておこなわれている。現在、人事部には人事課
（採用、異動、給与等）、厚生課（福利厚生）、労政課（組合との接触等）がおかれていて、部長は取締役である。
関係職員は本社で約六○名、全体で計約三○○名である。組織上特異な点はないが充実した人員配置をおこなってい
るとゑてよいであろう。これは、組合との専門的協議にあたって、原案提示側としての役割を果すために不可欠なこ
ておこう。
当社の労使関係は、日本全体の労使の対抗関係を反映しつつ、昭和一一一一一’二七年を中心に確定して行った。激動
期であり、産別系指導部のもとにおける労使関係は短期間でもあったがその後と対照的であった。企業の枠を越えた
●
●
●
●
●
●
●
 
活動、階級闘争的職場闘争、労働者支配を指向する経営協議会など。民同派は従業員としての雇用の安定と労働条件
の向上を求める組合員の意見を背景として登場し、反対勢力を駆逐して行った。会社は、その存立を賭けるものとし
●
●
●
●
●
 
て強硬な秩序回復をおこなう一方、従業員とのコミーーュヶーションを良くし、その要求に対応する柔軟な態度をとっ
た。客観的条件もそれを可能とし、協力的関係が成立した。
職場レペルの諸問題の処理方式
九五
七
中
間
的
要
約
職
場
レ
ベ
ル
の
諸
問
題
の
処
理
方
式
九六
当
社
の
労
使
関
係
に
特
有
な
苦
情
処
理
制
度
は
、
会
社
側
の
こ
の
態
度
を
う
け
て
導
入
さ
れ
、
労
使
の
信
頼
関
係
が
深
ま
る
と
と
も
に、協約の適用解釈という枠を越えて機能するようになった。会社にとっては、不平不満を把握し処理する労務管理
の一環として、組合にとっては、職場を明るくする対話活動として位置づけられた。
この苦情処理は、Ａ労連の単一化による中央集権化の結果？一般組合員の組合活動に対する参加の機会として、あ
るいは、組織内の下から上へのコミーーュケージョンとして、重要性を加えている⑥
組合組織についていえば、一万人を超える巨大組織であることもあって、代議制がとられているが、支部大会代議
員、支部委員が支部、木部執行部を支える地位にある。ところで、この屑は、会社勤続数年以上の、役付同や中堅従
業員で業務上も重要な責任を担っており、組合と会社との協力的関係を維持する基礎となっていると考えられる。組
合活動の面ではこの人右は苦情処理の第一次担当者である。
会社・組合間の協力的関係は、労使協議の尊重によくあらわれている。労働協約は、経営、人事に関する会社の権
限を確認した上で経営から労働条件にわたる多様な問題について、種食の程度の協議を行うことを定めている。ま
た、この一一○年間に協議事項が拡大し、協議の程度が深化する傾向が承られ、組合も、このところ経営それ自身につ
いて発言する姿勢をとっている。労働条件の細目などつ職場問題の基本的な部分で会社全般に関連するものは、苦情
処理手続の中で専門委員会に提起されたものを含め、労使の協力的雰囲気の中で中央で処理されている。当社の協約
の場合も、労働条件等の規範の細目を具体的に設けず、それを労使協議に譲っているから、声」の部分は協議か苦情処
理で埋めてゆかなくてはならない。
さて、Ａの苦情処理制度は、手続が積極的に機能するように組立てられているが、大企業一般のものと大差はな
い。実際の運用は、公式制度と異り極めて弾力的に－法律的にではなくｌ運営されている。支部執行部が中心となっ
て計画し、下部と懇談し、第二段階の折衝をおこない大部分の問題を処理している。基本的、一般的なもの、すなわ
ち従業員身分と関連したものは、中央の専門委員会の協議に移行する。このような運用がなされるのは、協約の適用
解釈ではなく、日常的な従業員の不平不満の処理という性格をもつためである。
課長、苦情処理委員（支部委員、大会代識員）の間で処理される問題と、事業所人事担当課長、支部長の間で処理
される問題の種類は必ずしも同じではなく、前者では課内の作業の実施に関連したものが多いと予想される。第二段
階でも多様な問題が扱われるが、そのうち件数の多いものは、福利厚生や職場環境に関するものであって、主として
企業レベル、事業所レベルの問題である。
苦情処理は組合が熱心に推進することによって芝大な件数に及ぶが、すべて円滑である訳ではない。日常的な課長
と委員の間で接触が不十分であるが、これは、個別職場で組合と管理者の関係が不明確であることと対応している。
個人苦情は、ほとんど出ないし、これを促進するには公式手続でなくインフォーマルな方法にららざるを得ない。会
社側の権限のあり方や、予算の制約から、苦情の提起に迅速、的確な反応があるとは限らない。
以上の要約を、はしがきと対比して承ると、苦情処理の発展した当社の場合も、協約の適用解釈が例外である結
果、職場問題の処理方式は、大企業全般の傾向と一致していることは明らかである。この一般的傾向の中で他の労働
組合があまり手掛けていない一般組合員の不満を組合が組織的にとり上げ、中央における専門委員会がさまざまな専
門的問題を取扱って、いずれも、平和的協議をおこなってきたことは、職場問題の処理に関する当社の協力的性格を
代表しているといえる。そこで、このような協力的関係の中で、個別の職場問題がどのように処理され、あるいは処
職場レペルの諸問題の処理方式
九
七
職場レメルの諸問題の処理方式．
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